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（組合）徒歩にこだわっているのは、現場の癖や特

状を把握し、特に若手の技術・技能向上のため 

 ・列車巡視と徒歩巡視を、JR とパートナー会社で

手分けしてうまくいくのか。 

・線路総合巡視は総合状態・建築限界・沿線状態といったバランスを見ていくもの。 

・列車巡視は遠くを見通せ、建築限界の支障など全体が見え、乗り心地を考慮して把握できる。 

・徒歩巡視はゆっくり見える。何か見つけた時には、そこに立ち止まって見れる。 

 
（会社）必要であれば現場に出ることは今後

も変わらない。移管後も報告されるデー

タで気になる箇所・問題のある箇所は JR

社員も現地で確認する。 

（組合）鎖錠など境界作業や異常時の指揮命令

系統などしっかりと事前に決めておくべき。 

・エリアセンター化で、災害警備や特別巡回を

技セから応援ということが生じるのか。 

（組合）閑散線区で異常時の初動はパートナー

会社で、情報収集を行うことを確認する。基

本をしっかりと定めることが重要だ。 

（組合）現場に出る重要性は一致している。現場に

出る機会は作ると言うが、支社や技セへ行け

ば、目の前の仕事が優先される。一定の枠組み

を作るべき。 

（会社）問題がある箇所に絞って現地にいく

ことで、より効果的・効率的に線路を見え

る。育成にもつながる。必要な場所に行く

ことは一致。期間等義務化はしたくない。 

（会社）境界作業、異常時などパートナー会社

がやるべきことは変わらない。 

・境界作業の計画調整は JRが行う。異常時の

情報収集はパートナー会社。判断は JR 

（会社）他箇所からの応援はあり得るが、技セ

境界など、出来る範囲は限られている。 

・パートナー会社は資格がないと出来ないので

現実的にはあり得ない。 

（組合）施工通知を出したが、「時間がない」と断

られ、技術力向上という名目で直轄作業を行

っている現実がある。 

（会社）承知している。ただ、パートナー会社も

予定を立てて業務や人を割り振っており、直

前に指示しても対応できないのも事実。 

（組合）手戻りになる事態を起こさないこと。パー

トナー会社には無理させないこと。提案に対

して言いなりになるような事態を起こさないこ

とが重要。 

（会社）承知している。今回の施策のポイントと

してグリップするところは、グリップをする。 


